
別紙１

食品表示に係る管理体制基準

１ 食品表示責任者の設置
①事業所ごとに専任の食品表示責任者を配置していること
②食品表示責任者が、役員及び従業員に対し、食品表示に関する定期的な研修を実施し、
実施状況を記録し、保存していること

２ 組織体制
各部門ごとに食品表示の確認や記録を行う担当者を定めていること

３ 管理体制
(1) 製品説明書等の作成
①原材料の種類や配合割合、消費期限又は賞味期限の設定方法などが記載された製品説明
書等を作成し、保存していること

②科学的・合理的根拠に基づき消費期限又は賞味期限を設定し、根拠となる書類を保存し
ていること

(2) 仕入
①製造・加工・小分けを行う事業者は、仕入先から製品説明書等を入手するとともに、仕
入年月日、品名等と併せて記録し、保存していること

②①以外の事業者は、関係法令に基づく表示が適正であることを確認し、仕入年月日、品
名等を記録し、保存していること

(3) 製造
①製品のロットごとに製造日時、製造量、製品説明書等を記録し、保存していること
②保管・製造工程において他の原材料が混入することを防止するため必要な措置を講じて
いること

(4) 出荷・販売
①製造・加工・小分けを行う事業者は、出荷・販売する食品の表示が適切であることを確
認するとともに、確認状況、出荷・小分け年月日、製品名、出荷・販売数量等を記録し、
保存していること
また、納入先の事業者に対して、製品説明書等を提出していること

②生鮮食品の販売に際し、ＰＯＰ等による表示を行う場合、適正表示であることを確認し、
確認の状況を記録し、保存していること

(5) その他
①表示の作成を委託する場合は、パッケージデザイン等全体の最終案を確認し、確認の内
容を記録し、保存していること

②加工食品の製造を委託する場合は、委託先の製品説明書等で表示の内容を確認し、その
状況を記録し、保存していること

③未出荷(在庫)品、回収品等の管理体制を整備し、出荷・販売した食品の返品・自主検査
結果等について記録を作成し、保存していること

４ 定期的な自主点検体制の確立
管理体制等が適正に運用されていることを定期的に確認する方法を定め、確認の状況を記

録し、保存していること

５ 消費者対応
消費者等からの問い合わせや苦情の相談体制を整備するとともに、対応状況を記録し、保

存していること

６ 不適正表示への対応
不適正表示が判明した場合の対応方法を定めるとともに、不適正表示の内容と、それに対

する措置を記録し、保存していること


